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大学等地域貢献促進事業（共同プロジェクト研究） 
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ごあいさつ 

高等教育機関コンソーシアム和歌山 
The Consortium of Higher Education Institution in Wakayama 

○共同プロジェクト研究 

▶研究一覧（H21～2８）     ３

▶平成2７年度研究成果 

（研究課題テーマ分類別による） 

・「健康わかやまの実現」 

関連研究              ４

・「農林推薦業の振興」 
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・「誇れる郷土づくり」 

関連研究        ６.７

【地域課題をテーマ 
とした共同プロジェクト研究のご紹介】 

高等教育機関コンソーシアム和歌山では、平成１３年8月に団体設立

以来15年に渡り、和歌山県との連携により補助事業（「大学等地域貢献

促進事業」）として、和歌山県経済の発展、地域の魅力向上、県民生活の

質の向上など県の活性化に寄与することを目的に、本団体加盟の複数大

学・高等専門学校の教員による地域の諸課題をテーマとしたプロジェク

ト研究を支援して参りました。 

この共同研究の成果につきましては、「研究者自ら積極的に地域に向け

発信する。」ことを義務付けると共に、支援団体である和歌山県や本団体

のホームページでも公表して参りましたが、この度、皆様方により身近

に感じて頂くため、報告書として取り纏め、和歌山県の「特産」を活か

した健康づくりや医療の充実、魅力ある地域づくりなどの様々な地域課

題等をテーマとした取組をご紹介することといたしました。 

なお、この報告書は、共同研究の成果報告の他、平成 28 年度から開

始した学生を対象とした共同研究事業やその他の重点事業についてもご

紹介しています。 

つきましては、ご多忙の折とは存じますが、何とぞご高覧いただきま

すようお願い申し上げますと共に、このご報告を御縁に、地域の課題解

決に向けた一層の産官学連携の進展に繋がれば幸甚に存じます。 

今後とも、益々のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

平成２９年２月 

高等教育機関コンソーシアム和歌山 

会 長    瀧  寛 和 
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本団体と和歌山県が連携し、和歌山県下に活動拠点を
置く地域団体（NPO・市民団体・学生団体など）から「わ
かやまの地域の課題や活性化をテーマ」とした講座やフ
ォーラム等の企画を募集し、審査会において毎年５件程
度を採択します。なお、講座等の実施は、本団体と県の
経費助成を受け採択された団体が行いますが、本団体は、
求めや必要に応じ、適任講師の推薦、学術的な指導、実
施の際のノウハウの提供等を行っています。 

<平成２７年度実施講座等> 

■公開講座 

・子育て世代の心をつかめ 

・アッサラームアレイコム！ 

・戸仲フェ（となかふぇ）をデザインする 

■フォーラム 

・アーティスト・クリエイターの創作活動に伴う法律勉強会

・「オンパクってなに？」自分たちのまちの魅力をもう一度 

考えてみよう！ 

【取組の概要】 この事業は、和歌山県との連携により平
成２８年度から実施しているもので、本団体に加盟して
いる複数の高等教育機関に在学する学生で構成する研究
グループに対し、①研究成果活用型研究、②地域課題対
応型研究、③自主活動型研究の何れかの分類で設定した
研究テーマを募集し、審査会において今年度は２件の研
究テーマを採択しました。 

【取組の目的】 学生と地域との交流の促進や地域との交
流を通じて地域に想いを持つ若者を育てると共に学生の
コミュニケーション力や問題解決力・応用力・実践力を
養うことを目的としています。また、コンソーシアム和
歌山に加盟する複数の高等教育機関の学生が、和歌山県
内をフィールドとして、地域が抱える問題解決や地域の
魅力発見のための調査・研究、実践活動等に向けた提案
などを目的とするフィールドワーク研究を支援し、研究
で得た成果を地域に報告・提案することにより地域での
活用・実践等による地域の活性化に貢献することを目的
としています。 

共同プロジェクト研究 

【取組の概要】 この研究は、和歌山県との連携により実
施しているもので、本団体に加盟している複数の高等教
育機関の教員で構成する研究プロジェクトに対し、和歌
山県長期総合計画の取組分類に該当するものを研究テー
マとして募集し、審査会において毎年4～5件程度を採
択しています。研究成果の報告については研究期間（1
カ年）終了後のみではなく、その後３年間についても、
地域での活用状況や研究の発展状況などの報告を採択条
件の一つとしています。 

【取組の目的】 本団体に加盟する和歌山県内の高等教育
機関並びに教員間の連携・交流の促進及び研究力の向上
を目的としています。また、研究プロジェクトを複数の
高等教育機関に属する教員で構成・協働することによる
異分野間の研究の融合により研究開発機能の強化向上を
図ると共に、強化された研究開発機能の活用により和歌
山県経済の発展、地域の魅力向上、県民生活の質の向上
など県の活性化に寄与することを目的としています。 

学生共同プロジェクト研究 

この授業は、高等教育機関コンソーシアム和歌山に加
盟する大学等の学生が協力し、郷土料理や食文化の伝承
をコンセプトに「和歌山県の食材」をふんだんに使用し
た「和歌山だから作れる」「オリジナルなお弁当」の企
画開発に取り組む授業です。授業は、土日・集中型で行
い、集合授業とグループワーク、そして成果発表を兼ね
た販売によって行われます。平成26年度は各加盟機関の
学生が通学経路や行動の起点の一つとするJR和歌山駅
前のJAビルを会場とするなど、毎年、学生の利便性に配
慮して実施しています。 

なお、学生が企画したお弁当は、毎年、和歌山県主催の

「わかやま食と健康フェア」や和歌山市観光協会主催の

「食祭 WAKAYAMA」などで販売し、訪れた地域の

方々から、高評価をいただいています。 
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高等教育機関コンソーシアム和歌山

事業

研究 大学名 職 氏　　名 専　　　門

県医大 准教授 池田　敬子
急性期看護学、感染論（ウィル
ス学）

農林水産業の振興
和歌山県産農林生産物から得られた消毒活性物質の作用についての
解析とそれらの感染症対策への応用に向けた研究

県医大 講師 井原　勇人
分子病態生理学、分子イメージ
ング

健康わかやまの実現
熱産生タンパク質ＵＣＰ‐１発現を指標とした和歌山県特産農産物
由来抗肥満成分の探索法の確立とその有用性の検証

和高専 准教授 奥野　祥治 生物有機化学 農林水産業の振興 加熱高圧処理による農産物エキスの機能性向上

高野山大 准教授 森本　一彦
社会学、民俗学、歴史学、高野
文化圏研究

誇れる郷土づくり 地域創生における地域おこし協力隊の現状と課題克服のための研究

県医大
特別研究
員・医師

竹島　健 糖尿病・内分泌代謝学 健康わかやまの実現
和歌山県特産食物由来の保健機能成分による抗肥満作用に関する研
究

県医大 講師 池田　敬子
急性期看護学、感染論（ウィル
ス学）

農林水産業の振興
和歌山県産植物抽出液中に見出された殺ウイルス活性の解析とその
応用に向けた基礎的研究

和高専 准教授 伊勢　昇 土木計画学・交通工学 誇れる郷土づくり
地方都市における都市構造の特性を踏まえた中心市街地活性化施策
の評価に関する研究

県医大
特別研究
員・医師

竹島　健 糖尿病・内分泌代謝学 健康わかやまの実現
和歌山県特産果実に含まれる保健機能成分による脂質代謝改善、糖
尿病予防に関する研究

県医大 講師 池田　敬子
急性期看護学、感染論（ウィル
ス学）

農林水産業の振興
和歌山県産農作物に由来する物質のもつ抗ウイルス活性の探索およ
びウイルス感染制御への応用に向けた基礎的研究

和高専 教授 靏巻　峰夫 環境計画、環境影響評価 環境・自然の保全 資材ストック量を考慮した災害廃棄物量の予測手法に関する研究

和大 特任教授 湯崎　真梨子
地域再生論、内発的発展論、食
料経済学、農村社会学

・少子高齢化対策・健康和歌山

の実現・農林水産業の振興・誇
れる郷土づくり

食事と暮らしから見た山村高齢者の「健康と自立」に関する生活実
態調査

近大 講師 岸田　邦博 食品機能学・栄養生理学 農林水産業の振興
ウメ果実に含まれる主要ポリフェノール成分ヒドロキシ桂皮酸類の
メタボリックシンドローム発症予防効果の検証

和大 准教授 中串　孝志 惑星気象学・ジオツーリズム
・観光の振興・誇れる郷土づく
り・環境自然の保全

紀南地域のジオコンテンツと文化・精神性との関連性の探求と
フィールドガイド養成のための教材開発

和大 特任教授 湯崎　真梨子
地域再生論・内発的発展論・食
料経済学・農村社会学

商工業の新興・農林水産業の振

興・誇れる郷土づくり・環境自
然の保全

「食と農の学校」運営による若年者育成モデルの開発

信愛大 准教授 森下　順子
保育学・子育て支援・発達心理
学

少子高齢化対策 「地域子育て支援」の強化に向けた地域と大学の連携に関する研究

県医大 講師 井原　勇人
分子病態生理学、分子イメージ
ング

健康わかやまの実現
生体イメージング可視化技術を用いた和歌山県特産果実由来機能性
素材の探索とメタボリック症候群発症予防効果の検証

和高専 助教 西本　真琴
生物物理化学、コロイド界面科
学

農林水産業の振興 高圧力処理による水産物の加工技術の検討

和大 教授 本多　友常 建築設計 商工業の振興 既存流通材（紀州材）を利用した簡易な大屋根・大床工法の開発

和大 准教授 平田　隆行 農村計画、地域計画、建築設計 農林水産業の振興 県産材を用いた応急木造仮設住宅に関する研究

県医大 教授 岸岡　史郎 薬理学　　　神経科学 健康わかやまの実現
クロス・アディクションの病態生理を担う脳内ミクログリア活性化
機構の解明

近大 教授 宮下　実 野生動物医学 環境・自然の保全
文化財への被害防止を目的としたアライグマの生息実態に関する調
査研究

和高専 准教授 奥野　祥治 生物有機化学 農林水産業の振興 農業廃棄物の有効利用を目指した機能性解明に関する研究

近大 教授 木戸　啓仁 食品流通・マーケティング 商工業の振興 商工業の振興

和大 准教授 村田　和子 社会教育・生涯学習 　----------------- 地域の子育て支援力の形成と強化に関する検討

和高専 助教 林　和幸 地盤工学 　----------------- 生体触媒を活用したカルサイト析出による液状化対策技術の開発

県医大 准教授 宇都宮　洋才 細胞生物学・栄養生化学 　----------------- 和歌山県伝統産業の振興と農林水産物を用いた特産品の開発

和高専 准教授 岩本　仁志 分析化学・計算化学 　----------------- 花木・果実の香りを利用した特産品の開発に向けて

県医大 教授 有田　幹雄 病態学 　-----------------
過疎高齢化集落における高齢者の生きがいと地域の活性化～学生参
加による介入モデルの検証～

和大 准教授 辻本　勝久 交通政策・交通計画・地域政策 　-----------------
過疎高齢化集落における現状と課題の把握ー生活交通に関する事例
の収集・分析と継続的な支援体制の構築ー

和大 教授 足立　啓 福祉環境システム 　----------------- 和歌山県の「地域福祉計画」とその他面的評価に関する研究

県医大 講師 宇都宮　洋才 細胞生物学、栄養性化学 　-----------------
新たな食品処理法による県産特産農産物を原材料とした有用成分抽
出と加工に関する研究

共同プロジェクト研究一覧（平成２１年度～２８年度）

年度

事業（研究）代表者

研究課題（テーマ）分類 事　業　（　研　究　）　名

　この共同プロジェクト研究による異分野間の研究の融合により、より幅や深みのある実用化を見据えた研究が可能となってお
り、中でも、和歌山県産材の特質や特産物の保健機能性成分等を活かした研究については、これらの研究成果が地域の農林水産業
や関連産業で活用されるなど、県産業の発展に繋がっています。また、これらの研究成果から産官学の共同研究や共同事業も生ま
れ、県下広域の経済や文化の発展に貢献しています。

27 研究

28 研究

26 研究

25 研究

24 研究

23 研究

22 研究

21 研究
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平成27年度研究成果 和歌山県特産食物由来の保健機能成分による抗肥満作用に関する研究 
竹島 健１，赤水 尚史１，井原 勇人１，岸田 邦博２ １：和歌山県立医科大学 ２：近畿大学生物理工学部
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平成27年度研究成果 
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平成27年度研究成果 
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本資料について 

【事務局】 

和歌山大学総務課内 

〒640-8510和歌山市栄谷９３０番地 

TEL ：０７３－４５７－７１０２ 

（土・日・祝を除く9：00～17：00） 

FAX：０７３－４５７－７０００ 

MAIL：w-conso@center.wakayama-u.ac.jp 

URL：http://www.consortium-wakayama.jp/

高等教育機関コンソーシアム和歌山 

お問合わせ

■「共同プロジェクト研究一覧」P.３について 

このページでは、平成２１年度から現在までの研究の

概要をまとめています。 

・平成2８年度の研究については、現在研究中です。 

・平成 2５～2７年度の研究については、補助事業とし

ての研究は、当該年度で終えていますが、その後3年

間についても同様の研究テーマや異なる研究テーマの

中などで継続して研究されています。 

■「平成２７年度研究成果」ｐ.４～７について 

これらのページでは、平成２７年度に実施された３つ

の研究についての概要を簡潔にまとめています。研究の

詳細については、高等教育機関コンソーシアム和歌山の

ホームページでご参照ください。 

■共同プロジェクト研究の詳細について 

この報告書でご紹介しています各「共同プロジェクト

研究成果」の詳細につきましては、高等教育機関コンソ

ーシアム和歌山ホームページ（又は和歌山県のホームペ

ージ）に掲載していますのでご参照ください。本コンソ

ーシアムのホームページでは「平成○年度大学等地域貢

献促進事業【成果報告】」という形で平成22年度から

平成2７年度までの研究成果を掲載しています。和歌山

県のホームページには平成１８年度から平成２７年度ま

での研究成果が掲載されています。 

連携のお誘い 

■産官学の連携について 

この報告書に記載の研究についてご関心のある方は、

本コンソーシアム・事務局にご連絡ください。産官学・

産学・官学の連携につきましては、基本的には下記の３

つの形態で実施しています。なお、この他にも様々な形

での連携も考えられますので、ご遠慮なくお問い合わせ

ください。 

①学術指導 

研究者が専門的知識に基づき助言・指導・調査等に

より企業や自治体等の業務や活動を支援する制度で

す。 

②共同研究 

大学等が企業や自治体等から研究経費を受け入れ、

研究者と企業や自治体等の研究者が対等の立場で共

通の課題について研究します。企業や自治体等の研究

者が大学等の研究施設で研究を行う「派遣型」と、そ

れぞれの研究者が所属する機関の施設で研究を行う

「分担型」があります。 

③受託研究 

企業や自治体等の側に研究者がいない場合に、企業

や自治体等からの課題とともに委託・研究経費を受け

て、大学等の研究者が行う研究です。 

メーリング・リストへのご登録について 

この度の研究成果等のご報告につきましては、「初号」

に引続き郵送させて頂きましたが、次年度以降は、基本

的にはメールによるご案内を予定しています。つきまし

ては、このご報告に興味を持たれ次年度以降も情報提供

をご希望される場合は、誠にご面倒ですが、以下につい

てご回答いただきますようお願い申し上げます。なお、

今後の発信情報につきましてはこの共同研究に限らず、

本コンソーシアム加盟機関の教員や学生が連携して行う

地域活動等についても情報を提供させていただくことを

予定しています。 

「メーリング・リストへのご登録について」 

・ w-conso@center.wakayama-u.ac.jp （高等教

育機関コンソーシアム和歌山・事務局）宛にメールに

て「メーリング・リスト登録希望」と記載頂き、下欄

の事項についてお知らせください。 

なお、ご登録いただ

く際のメールアドレ

スは「人事異動」等

にも対応できるよ

う、可能であれば部

署（課・係・チーム

等）のアドレス（エ

イリアス）でご登録

頂ければ幸いです。 

＜ご登録内容＞ 

□所属機関・企業等名： 

□所在地番等： 

□ご担当部署・ご役職名：

□ご氏名： 

□メールアドレス： 

□電話・FAX： 

■ 加盟機関 

▶和歌山大学 
▶和歌山県立医科大学 
▶高野山大学 
▶近畿大学生物理工学部 
▶和歌山信愛女子短期大学 
▶和歌山工業高等専門学校 
▶放送大学和歌山学習センター 

（加盟機関数：7団体）


